
たちあらい
No.169No.169

令和２年令和２年12月定例会

生かします  みなさんの声P２

ふるさと応援寄附金  過去最高にP４

町政を問う  ７名が登壇P８

議会だより



　　10年目となる今回は、コロナ対

策のため1か所のみで開催し、25名の

方にお越しいただきました。

　災害、環境、議員定数など多くの声

をいただきました。寄せられた意見

は議会へ持ち帰り、担当の委員会で

協議し回答します。ご意見を政策提

言に生かすよう一同がんばります。
議会報告会
開催しました
議会報告会
開催しました

第10回第10回
町政に かします みなさんの生 声

高齢化・巡回バス・福祉は

聴覚障がい者への対応を

区外の施設にも行きたいので、役場
で乗り換えられるような時刻設定を
希望します。

ミュニティバスは校区内でなく、町内
を１台で巡回したら利用率が上がる
のでは。500号線はトライアルや病
院、歯科などがあり便利です。

村天主堂まで走っている西鉄バスを
役場まで延長してはどうか。

明資料を画面で映し出してほしい。

（前の手話通訳を見ながら手元の資

料を見ないといけないので）

議会の定数、報酬は
年の町議選は無投票だった。議員定

数を減らし、その分一人あたりの報酬

を増やして議員のなり手を増やすべ

きでは。少なくとも無投票にならない

定数設定を。

堰校区は毎年災害が発生しているの
で、防災無線はぜひ設置してほしい。

害時の避難所に問題があるのでは。
① 避難所の開設を早く
② 中央公民館のトイレが狭い
③ 設備の充実を（仕切り､簡易ベッド）
※ドリームセンターが良いと言う声が多い

堰保育園の周辺は冠水が多発してい
るが、浸水対策は大丈夫か。

の前の川が大雨時にいつも増水し、敷
地が低いので水が溜まる。土地を高く
すると周りの家に流れるので、行政で
対策できないか。

防災対応の充実を
在は生ごみを焼却しているが、地球
温暖化問題もあり、議会でもごみ対
策を真剣に取り組んでほしい。

ごみ・環境への対応は

　分
野
別
に
担
当
の
常
任
委
員

会
で
審
議
し
、議
会
だ
よ
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

分
野
別
に
整
理
し
、

常
任
委
員
会
に
付
託

委
員
会
で
対
応
を
協
議

結
果
を
報
告
、提
言

みなさんから
いただいた　　  は…

声
１月２月３月

床上浸水した大堰交流センター今回は対面方式で実施しました

今
後
の
取
り
組
み
も

　
　
　
　
　聞
き
た
い

参
加
の

　み
な
さ
ん
か
ら

　審
議
結
果
の
報
告
だ
け
で
は
な
く
、

今
後
の
取
り
組
み
や
議
員
各
人
の
活
動

内
容
な
ど
も
聞
け
る
場
に
な
る
と
う
れ

し
い
で
す
。

平田さん（南本郷）

人
ご
と
と
思
わ
ず

　
　
　
　
　水
害
対
策
を

　初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
今
ま
で
は

住
民
の
声
を
ど
う
や
っ
て
届
け
た
ら
い

い
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
水

害
を
人
ご
と
と
思
わ
ず
被
災
地
域
の
実

情
を
よ
く
知
っ
て
ほ
し
い
。

中村さん（菅野）

大
木
町
の
堆
肥
化
を
　
　

　
　
　
　
　見
習
う
べ
し

　町
と
し
て
も
温
暖
化
対
策
や
ご
み
の

減
量
が
急
務
だ
と
思
い
ま
す
。
大
木
町

は
生
ご
み
の
堆
肥
化
を
実
践
し
て
い
る

の
で
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。
議
会
に
は

今
後
も
傍
聴
に
行
き
ま
す
。

坂田さん（下高橋）

事
業
の
丁
寧
な
説
明
を

　防
災
無
線
は
、
町
も
費
用
や
維
持
費

な
ど
丁
寧
に
説
明
を
。
生
ご
み
削
減
で

は
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
全
町
で
活

用
し
て
ほ
し
い
。

中山さん（高樋）

校

大現

説

昨

大

家

災

コ

今
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補
正
予
算
は
新
た
に
12
億
円
あ
ま
り
を

追
加
し
、
総
額
で
１
０
９
億
１
１
０
３
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
が
好
調
で
、
昨
年
の

10
億
８
１
９
３
万
円
を
上
回
る
見
通
し
で

す
。
支
出
で
は
、
寄
附
へ
の
返
礼
品
や
移
動

ス
ー
パ
ー
へ
の
補
助
、
情
報
発
信
委
託
料
な

ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
国
保
会
計
な
ど
の
３
件
の

補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
寄
附
が
好
調
な
た
め
、
７
億
円
の
収

入
を
追
加
し
、
う
ち
約
半
分
を
返
礼
品

な
ど
に
支
出
し
ま
す
。

議員

�　

ふ
る
さ
と
応
援
の
基
金
は
、
使
用

目
的
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

課長

�　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、
い
っ
た
ん

基
金
へ
入
れ
、
寄
付
者
の
使
途
指
定

に
沿
っ
て
予
算
編
成
す
る
。
指
定
が

な
い
も
の
は
お
も
に
子
育
て
支
援
な

ど
に
使
用
し
て
い
る
。

　

２
月
か
ら
稼
働
予
定
の
専
用
車
両
の

購
入
と
改
造
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

議員

�　

参
入
に
至
っ
た
経
緯
と
事
業
の

内
容
は
。
公
募
は
行
う
の
か
。

課長

�　
Ａ
コ
ー
プ
九
州
が（
株
）と
く
し
丸

か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
受
け
て
、
週
5
日

稼
働
予
定
。
事
業
開
始
に
あ
た
り
、

Ａ
コ
ー
プ
九
州
が
販
売
パ
ー
ト
ナ
ー

を
募
集
す
る
。

　

Ｋ
Ｂ
Ｃ
の
デ
ー
タ
放
送
で
、
災
害
情

報
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

議員

�　

住
民
へ
の
周
知
は
。
災
害
時
に
は

タ
イ
ム
リ
ー
な
発
信
を
。

課長

�　
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
合
な
ど
で
具
体

的
に
説
明
し
た
い
。町
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら
随
時
更
新
が
可
能
な
の
で
、災
害
時

に
は
災
害
対
策
会
議
の
決
定
事
項
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
す
る
予
定
。

　
災
害
復
旧
や
農
業
の
合
理
化
な
ど
に
、

県
と
町
が
補
助
し
ま
す
。

議員

�　

農
業
予
算
の
う
ち
、
ス
マ
ー
ト
農

業
推
進
強
化
事
業
の
具
体
的
な
補
助

内
容
と
対
象
は
。

課長

�　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
県
か
ら
新
た
に

示
さ
れ
た
事
業
で
、
認
定
農
業
者
と

法
人
が
対
象
。
乗
用
型
田
植
え
機
、

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
の
購
入
に
対
し
補
助
す
る
も
の
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の

追
加
分
に
返
礼

移
動
ス
ー
パ
ー
参
入
に
助
成

テ
レ
ビ
の
ⓓ
ボ
タ
ン
で

町
の
情
報
を
発
信

農
業
の
振
興
へ
補
助

150万円

275万円

7651万円

3億5220万円
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ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
は
過
去
最
高
に

11～12月

議  会

　

12
月
議
会
は
８
日
か
ら
16

日
ま
で
９
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
、
５
件
の
補
正
予
算

な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も

可
決
し
ま
し
た
。
11
月
30
日

の
臨
時
会
で
は
、
工
事
契
約

な
ど
５
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

データ放送で情報を発信予定

週５回以上の販売を予定している



　
人
事
院
勧
告
に
も
と
づ
き
、
町
職
員
や
町

長
、
議
員
な
ど
特
別
職
の
一
時
金
の
引
き
下

げ
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

議員

�　

一
般
の
職
員
と
特
別
職
は
給
与

の
性
格
が
異
な
る
の
で
、
改
定
も

別
々
に
審
議
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町長

�　
特
別
職
の
場
合
、
給
与
は
報
酬
審

議
会
の
答
申
に
も
と
づ
き
、
賞
与
は

一
般
職
員
の
例
に
よ
っ
て
実
施
し
て

い
る
。
別
々
の
条
例
で
定
め
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

　
所
得
の
算
出
方
法
の
変
更
に
と
も
な
い
、

国
保
税
額
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
控
除
額

を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

議員

�　

変
更
に
よ
る
加
入
世
帯
へ
の
負

担
の
影
響
は
。

課長

�　
負
担
増
と
な
る
世
帯
は
な
く
、
自

営
業
者
は
基
礎
控
除
の
引
き
上
げ
の

影
響
で
税
額
が
軽
減
さ
れ
る
世
帯
が

増
え
る
と
見
込
ま
れ
る
。

議員

�　

職
員
の
研
修
派
遣
は
突
然
の
追

加
提
案
だ
が
経
緯
は
。
派
遣
費
用
は

町
が
負
担
と
の
こ
と
だ
が
、
職
員
数

が
少
な
い
な
か
で
長
期
に
研
修
さ

せ
る
目
的
と
効
果
は
。

町長

�　
内
閣
府
か
ら
町
へ
派
遣
の
検
討
依

頼
が
あ
っ
た
。他
の
自
治
体
職
員
と
と

も
に
特
別
チ
ー
ム
で
業
務
を
行
い
な

が
ら
研
修
す
る
。
研
修
に
よ
る
職
員

育
成
も
重
要
な
課
題
と
考
え
て
い
る
。

議員

�　

公
用
車
は
老
朽
化
に
と
も
な
い

1
台
購
入
と
の
こ
と
だ
が
、
緊
急
で

な
い
と
す
れ
ば
な
ぜ
追
加
で
の
提

案
な
の
か
。
納
車
後
は
現
在
の
ワ
ゴ

ン
車
と
入
れ
替
え
る
の
か
。

課長

�　
発
注
か
ら
納
車
ま
で
6
か
月
近
く

か
か
る
の
で
早
期
に
計
上
し
た
。
現

在
の
車
は
9
月
の
車
検
ま
で
使
用
す

る
予
定
。

　12月議会の最終日に追加の補正
予算が提案され、内閣府へ職員を派
遣する費用や、町のワゴン車を購入
する費用などについて議論が交わさ
れ、賛成多数で可決しました。

　研修に関して、内閣
府が小さな自治体の声
も聞きたいというので
あれば、規制改革推進
室の中で意見も言え貴
重な経験を積むことが
できると期待する。

（野瀬）

　職員の研修目的や効
果に疑問。公用車の購
入自体は反対しないが、
老朽化が理由であれば
当初予算や早期の補正
に計上すべきで、追加
での提案は不適切。

（隠塚）

　国での行政実務研修
に職員を派遣するもの
で、全国規模の研修を
通して職員が大きく成
長し、将来の大刀洗町
を背負う人材に育つこ
とが期待できる。（平田）

　内閣府のプロジェク
トチームへの派遣が職
員の資質向上にどのよ
うな効果があるのか説
明がないし、公用車の
買い替えも当初の説明
と異なり不明確。（平山）

町
職
員
や
特
別
職
の給

与
を
改
定

国
保
税
の
計
算
を
変
更

条
　  
例

反　
対

賛　
成

討  論
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追加の補正予算で議論
追加されたおもな予算

職員を内閣府へ研修派遣 211万円

10人乗り公用車購入費 441万円

物損事故の修繕費 188万円

現在のワゴン車



し尿
処理

三井中央
高校

所在地：久留米市東櫛原町
構　成：久留米市・大川市
　　　 小郡市・うきは市
　　　 大木町・大刀洗町
課　題：広域圏の新しい枠

組みをふまえた事
業整理

消防・救急に関する業務が決算額の98%を占め
ます。ほかに小児救急センター運営支援など。

家庭から出るし尿や合併浄化槽の汚泥を
処理。堆肥は無料で配布しています。

所在地：久留米市北野町今山
構　成：久留米市（北野町分）・小郡市・太宰府市
　　　 筑紫野市・筑前町・大刀洗町※新宮町から業務委託

課　題：投入量の減少を補う効率的な運営

女子高等教育の学校として設立され、
5月1日現在の全校生徒は211人。

（定員は400人）

所在地：久留米市北野町中
構　成：久留米市・朝倉市
　　　 小郡市・大刀洗町
課　題：魅力ある学校づくりに

よる生徒確保

所在地：福岡市博多区
構　成：当初は県内７２市町村が加盟したが現在は大

刀洗町を含む３３の市町村。
課　題：給付費が伸びており財源確保が必要

久留米広域
市町村圏事務組合 福岡県介護保険

広域連合

両筑衛生施設組合

　行政が行うべき業務のうち、町単独で取り組みにく
い事業は、近隣自治体と協力して実施しています。
　おもに市町村長が組合長を務め、各市町村からの
選出議員で議会を構成しています。各分野の仕事と課
題を追ってみました。（数字は令和元年度決算）

決算額：1億5566万円
（町の負担：735万円）

上水道

消防
など

上水道の給配水業務。
各家庭に水道水を供給しています。

所 在 地：小郡市松崎
構　　成：久留米市（北野町分）・小郡市・大刀洗町
課　　題：加入率の向上
　　　　 （大刀洗町７３．６％、全体８０．２％）

三井水道企業団

決算額：13億7169万円
（町の負担：1373万円）

介護
保険

介護保険事業を共同でおこなう組織。
平成12年に事業を開始しました。

決算額：3億6147万円
（町の負担：113万円）

決算額：701億3448万円
（町の負担：1億8547万円）

（町の負担：1億7367万円）
決算額：49億9025万円

ごみ
処理

可燃ごみの焼却や資源ごみのリサイクルなど。

所在地：筑前町栗田
構　成：朝倉市・東峰村
　　　　筑前町・久留米市（北

野町分）・大刀洗町
課　題：現焼却炉の老朽化に

ともない処理施設の
更新が必要

甘木・朝倉・三井
環境施設組合

決算額：21億3600万円
（町の負担：1億5222万円）

久留米市外三市町
高等学校組合

ほか

広 域 行 政
紹介します

　
低
水
護
岸
工
事
の
工
法
変
更
に
よ

る
も
の
で
、
工
事
は
入
札
応
募
６
社

か
ら（
有
）安
達
組
が
落
札
。
工
期
は

令
和
３
年
３
月
30
日
ま
で
。

　

庁
舎
内
の
業
務
用
パ
ソ
コ
ン

１
６
０
台
を
３
か
年
計
画
で
更
新
す

る
も
の
。
５
社
が
入
札
し
リ
コ
ー
ジ

ャ
パ
ン（
株
）に
決
定
。
工
期
は
令
和

３
年
３
月
26
日
ま
で
。

請 願 者　一般社団法人�福岡県中小企業家同友会
紹介議員　隠塚�春子

請願事項

◆ 永久劣後ローンって？◆

　資本増強策としての「永久劣後ローン」を活
用した融資制度を創設すること。
全会一致で採択し、意見書を関係大臣に送付
しました。

全企業へ「永久劣後ローン」融資制度
の創設を求める請願

　返済期間の定めのない
ローンのこと。中小企業
を支援するため、金融機
関が返済期間を定めない
ローンを実行し、その債
権を政府と日銀が出資す
る買取機構などが買い上
げる仕組み。

請 願・意 見書
契　  約

　国民健康保険会計や下水道会計などの補正予

算（3件）、久留米広域市町村圏事務組合の規約

変更などを審議し、いずれも可決しました。

そ の ほ か に

野
橋
の
護
岸
工
事

ソ
コ
ン
を
48
台
購
入

菅

パ

6512万
円

684万円
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前
任
者
の
任
期
満
了
に

と
も
な
い
選
任
。
任
期
は

令
和
２
年
12
月
20
日
か
ら

３
年
間
。

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員

江下  隆弘�さん（新）
森
田
　
勝
典

隠
塚
　
春
子

平
田
　
康
雄

野
瀬
　
繁
隆

黒
木
　
德
勝

平
山
　
賢
治

東
　
　
義
一

古
賀
　
世
章

松
熊
武
比
古

高
橋
　
直
也

安
丸
眞
一
郎

会
議
の
結
果

11月
臨時会

補正予算 一般会計（専決処分） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承認

条　　例 町職員などの給与改正（2件） ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - 可決

契　　約 菅野橋低水護岸工事請負、
業務用パソコン購入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

12月
定例会

人　　事 固定資産評価審査委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同意

条例など 国保、後期高齢者医療の条例改正（2件）
久留米広域圏事務組合規約の変更（2件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

補正予算
一般会計、国保、後期高齢者医療、
下水道特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

一般会計（追加補正） ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - 可決

請願・意見書 全企業への永久劣後ローン融資制度創設
を求める ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 採択

※議長は採決に加わりません。

私はこう判断私はこう判断
（○…賛成、×…反対）



し尿
処理

三井中央
高校

所在地：久留米市東櫛原町
構　成：久留米市・大川市
　　　 小郡市・うきは市
　　　 大木町・大刀洗町
課　題：広域圏の新しい枠

組みをふまえた事
業整理

消防・救急に関する業務が決算額の98%を占め
ます。ほかに小児救急センター運営支援など。

家庭から出るし尿や合併浄化槽の汚泥を
処理。堆肥は無料で配布しています。

所在地：久留米市北野町今山
構　成：久留米市（北野町分）・小郡市・太宰府市
　　　 筑紫野市・筑前町・大刀洗町※新宮町から業務委託

課　題：投入量の減少を補う効率的な運営

女子高等教育の学校として設立され、
5月1日現在の全校生徒は211人。

（定員は400人）

所在地：久留米市北野町中
構　成：久留米市・朝倉市
　　　 小郡市・大刀洗町
課　題：魅力ある学校づくりに

よる生徒確保

所在地：福岡市博多区
構　成：当初は県内７２市町村が加盟したが現在は大

刀洗町を含む３３の市町村。
課　題：給付費が伸びており財源確保が必要

久留米広域
市町村圏事務組合 福岡県介護保険

広域連合

両筑衛生施設組合

　行政が行うべき業務のうち、町単独で取り組みにく
い事業は、近隣自治体と協力して実施しています。
　おもに市町村長が組合長を務め、各市町村からの
選出議員で議会を構成しています。各分野の仕事と課
題を追ってみました。（数字は令和元年度決算）

決算額：1億5566万円
（町の負担：735万円）

上水道

消防
など

上水道の給配水業務。
各家庭に水道水を供給しています。

所 在 地：小郡市松崎
構　　成：久留米市（北野町分）・小郡市・大刀洗町
課　　題：加入率の向上
　　　　 （大刀洗町７３．６％、全体８０．２％）

三井水道企業団

決算額：13億7169万円
（町の負担：1373万円）

介護
保険

介護保険事業を共同でおこなう組織。
平成12年に事業を開始しました。

決算額：3億6147万円
（町の負担：113万円）

決算額：701億3448万円
（町の負担：1億8547万円）

（町の負担：1億7367万円）
決算額：49億9025万円

ごみ
処理

可燃ごみの焼却や資源ごみのリサイクルなど。

所在地：筑前町栗田
構　成：朝倉市・東峰村
　　　　筑前町・久留米市（北

野町分）・大刀洗町
課　題：現焼却炉の老朽化に

ともない処理施設の
更新が必要

甘木・朝倉・三井
環境施設組合

決算額：21億3600万円
（町の負担：1億5222万円）

久留米市外三市町
高等学校組合

ほか

広 域 行 政
紹介します
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あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
一
定
の
利

用
者
が
い
る
た
め
、
現
状
で
は

染
橋
の
撤
去
は
難
し
い
と
久
留

米
市
側
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。

議員
　

川
岸
の
農
道
を
高
く

す
る
こ
と
で
菅
野
・
西

原
地
区
の
床
上
浸
水
を
防
げ
る

の
で
は
な
い
か
。

町長
　
永
小
作
権
と
は
耕
作

料
を
支
払
っ
て
他
人
の

土
地
を
耕
作
す
る
権
利
で
あ
り
、

契
約
書
や
台
帳
は
役
場
、
農
業

委
員
会
に
は
な
い
。あ
く
ま
で
当

事
者
間
の
取
り
決
め
で
あ
り
、永

小
作
権
の
登
記
の
有
無
や
賃
貸

料
の
領
収
書
な
ど
で
確
認
し
合

う
よ
う
助
言
を
し
て
い
る
。

現時点では
公にできない

一般質問は、議員が町政全般について

現状や方針を問うものです。１人あたり

の持ち時間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要

約し広報委員会が校正したものです。議

事録は、議会ホームページのほか、議会

事務局、各校区センターでもご覧いただ

けます。

⇩映像配信はコチラ

⇩議事録はコチラ

松熊 武比古  松熊 武比古  議員議員

小石原川拡張工事の
進
し ん

捗
ちょく

は

議員
　

３
年
前
に
小
石
原
川

の
拡
張
工
事
を
行
う
と

前
町
長
か
ら
聞
い
た
が
、
い
ま

だ
進
ん
で
い
な
い
。い
つ
図
面
が

で
き
る
の
か
。
土
地
の
買
収
は
。

町長
　
今
年
度
に
詳
細
設
計

に
着
手
し
、
具
体
的
な

工
事
の
範
囲
、
内
容
を
検
討
す

る
が
、
現
時
点
で
は
、
工
事
着

工
及
び
完
成
時
期
を
公
に
す
る

こ
と
は
困
難
と
河
川
事
務
所
か

ら
回
答
が
あ
っ
た
。

議員
　

小
石
原
川
を
拡
張
す

れ
ば
染そ

め

橋
の
使
用
が
で

き
な
く
な
る
が
。

町長
　
河
川
事
務
所
は
染
橋

を
撤
去
し
た
い
意
向
で

町長
　

農
道
を
高
く
す
る

と
、
排
水
箇
所
が
二
又

川
と
水
路
の
み
と
な
る
た
め
冠

水
の
水
位
が
高
く
な
る
。
ま
た
、

水
位
低
下
ま
で
の
時
間
が
増
加

す
る
と
の
見
解
も
あ
り
、堤
防
の

設
置
は
困
難
で
あ
る
と
河
川
事

務
所
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

議員
　

永
小
作
に
関
し
、
地

主
と
小
作
者
の
契
約
書

は
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
政
を
問
う
！

町
政
を
問
う
！

問質般一
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あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
一
定
の
利

用
者
が
い
る
た
め
、
現
状
で
は

染
橋
の
撤
去
は
難
し
い
と
久
留

米
市
側
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。

議員
　

川
岸
の
農
道
を
高
く

す
る
こ
と
で
菅
野
・
西

原
地
区
の
床
上
浸
水
を
防
げ
る

の
で
は
な
い
か
。

町長
　
永
小
作
権
と
は
耕
作

料
を
支
払
っ
て
他
人
の

土
地
を
耕
作
す
る
権
利
で
あ
り
、

契
約
書
や
台
帳
は
役
場
、
農
業

委
員
会
に
は
な
い
。あ
く
ま
で
当

事
者
間
の
取
り
決
め
で
あ
り
、永

小
作
権
の
登
記
の
有
無
や
賃
貸

料
の
領
収
書
な
ど
で
確
認
し
合

う
よ
う
助
言
を
し
て
い
る
。

議員
　

町
内
の
橋
の
管
理
者

や
改
修
者
は
。
管
理
や

改
修
の
方
法
は
。

町長
　
町
道
に
架
か
る
106
橋

は
町
が
管
理
し
て
お

り
、
道
路
橋
定
期
点
検
要
領
に

基
づ
き
、
５
年
ご
と
に
点
検
し

て
い
る
。
国
・
県
道
の
橋
は
県

が
管
理
し
て
い
る
。

　
改
修
工
事
は
橋
の
管
理
者
が

現時点では
公にできない

町道に架かる106橋を
町が管理

町長町長

実
施
し
て
お
り
、
町
で
は
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
定
め
、

補
修
・
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

議員
　

猪
ノ
本
橋
は
、
町
が

架
け
替
え
る
の
か
。

課長
　
町
道
に
架
か
る
橋
だ

が
工
事
は
陣
屋
川
の
改

修
に
あ
わ
せ
県
が
行
う
。

議員
　

野
間
橋
の
改
修
計
画

や
改
修
時
期
は
。

町長
　
点
検
の
結
果
、
野
間

橋
は
健
全
な
橋
梁
と
判

定
さ
れ
て
お
り
、
改
修
計
画
は

な
い
。
問
題
が
あ
れ
ば
、
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
改
定

し
、
必
要
な
改
修
を
行
う
。

議員
　

南
部
コ
ミ
の
駐
車
場

改
修
に
関
す
る
町
の
考

え
や
今
後
の
対
応
は
。

町長
　
来
年
度
の
予
算
編
成

に
向
け
、
車
止
め
の
設

置
と
入
り
口
付
近
を
改
修
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

議員
　

花
壇
を
含
め
た
駐
車

場
の
拡
幅
や
駐
輪
場
の

移
転
・
整
備
は
で
き
な
い
か
。

　

避
難
所
で
あ
り
、
駐
車
場
全

体
を
か
さ
上
げ
し
、
全
面
改
修

が
必
要
で
は
。

平田　康雄  平田　康雄  議員議員

課長
　
花
壇
を
含
め
た
改
修

や
、
駐
輪
場
の
移
転
・

整
備
は
費
用
が
か
さ
む
が
、
南

部
コ
ミ
の
意
見
を
聞
き
つ
つ
、

引
き
続
き
検
討
す
る
。

　
全
面
改
修
は
、
か
さ
上
げ
抜

き
で
も
600
万
円
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
公
共
施
設
改
修
計
画
と

あ
わ
せ
検
討
す
る
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

国
交
省
が
決
定

し
、
久
留
米
市
も

協
力
し
て
く
れ
れ

ば
、
水
害
も
減
る

の
に
な
あ
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

「
野
間
橋
は
健
全
」

と
言
わ
れ
る
が
、
毎

年
水
が
溢
れ
通
行
止

め
と
な
る
。
早
急
な

改
修
を
検
討
す
べ
き

　

と
思
う
が
・
・
・
。

小石原川拡張工事の
進
し ん

捗
ちょく

は
町内の橋の管理者は

議員
　

３
年
前
に
小
石
原
川

の
拡
張
工
事
を
行
う
と

前
町
長
か
ら
聞
い
た
が
、
い
ま

だ
進
ん
で
い
な
い
。い
つ
図
面
が

で
き
る
の
か
。
土
地
の
買
収
は
。

町長
　
今
年
度
に
詳
細
設
計

に
着
手
し
、
具
体
的
な

工
事
の
範
囲
、
内
容
を
検
討
す

る
が
、
現
時
点
で
は
、
工
事
着

工
及
び
完
成
時
期
を
公
に
す
る

こ
と
は
困
難
と
河
川
事
務
所
か

ら
回
答
が
あ
っ
た
。

議員
　

小
石
原
川
を
拡
張
す

れ
ば
染そ

め

橋
の
使
用
が
で

き
な
く
な
る
が
。

町長
　
河
川
事
務
所
は
染
橋

を
撤
去
し
た
い
意
向
で

町長
　

農
道
を
高
く
す
る

と
、
排
水
箇
所
が
二
又

川
と
水
路
の
み
と
な
る
た
め
冠

水
の
水
位
が
高
く
な
る
。
ま
た
、

水
位
低
下
ま
で
の
時
間
が
増
加

す
る
と
の
見
解
も
あ
り
、堤
防
の

設
置
は
困
難
で
あ
る
と
河
川
事

務
所
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

議員
　

永
小
作
に
関
し
、
地

主
と
小
作
者
の
契
約
書

は
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
る
の
か
。

江戸橋の下流が急に狭くなる

水が溢れ通行止めになる野間橋

地
主
と
小
作
の

台
帳
の
把
握
は

永
小
作
権
に
関
す
る

台
帳
な
ど
は
な
い

町
長駐

車
場
改
修
の

検
討
結
果
は

現
場
の
状
況
を

踏
ま
え
協
議
中

町
長
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議員
　

今
後
の
バ
ス
運
行
事

業
の
計
画
や
予
定
は
。

町長
　
地
域
の
タ
ク
シ
ー
事

業
者
を
含
め
た
公
共
交

通
機
関
と
の
調
整
や
地
域
の
皆

さ
ん
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、

今
回
の
社
会
実
験
の
課
題
な
ど

も
踏
ま
え
、
来
年
度
も
引
き
続

き
試
験
運
行
を
実
施
す
る
。

議員
　

早
く
復
旧
が
叶
う
よ

う
適
切
な
対
応
を
。

町長
　
早
急
に
復
旧
が
で
き

る
よ
う
に
、
県
へ
繰
り

返
し
要
望
す
る
。

338名の方が利用

古賀　世章  古賀　世章  議員議員

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

車
が
多
く
、
事
故

が
な
い
か
と
毎
日
心

配
し
て
い
ま
す
。
歩

道
が
な
い
道
路
が
多

く
整
備
が
必
要
で
す
。

　

行
政
の
責
務
で
は
。

巡回バス社会実験の
成果と課題は

議員
　

本
年
10
月
か
ら
11
月

の
２
か
月
間
実
施
し
た

町
内
巡
回
バ
ス
社
会
実
験
の
成

果
と
課
題
は
。

町長
　

利
用
者
は
338
名
で
、

校
区
ご
と
に
少
し
バ
ラ

ツ
キ
が
あ
っ
た
。い
か
に
乗
客
数

を
増
や
す
か
や
、
経
費
を
抑
え

て
効
率
的
な
運
行
に
心
が
け
る

か
が
課
題
。

課長
　
年
齢
別
で
は
70
代
か

ら
80
代
が
70�

%
程
度
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
83�

%
の
方
か

ら
有
料
で
も
利
用
し
た
い
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
運
行
費
用
は
215
万
円
ほ
ど
か

か
っ
て
お
り
、そ
の
約
半
分
が
バ

ス
の
リ
ー
ス
料
。

議員
　

7
月
豪
雨
で
下
高
橋

の
寺
川
が
氾
濫
し
法
面

の
一
部
が
崩
落
し
た
。
現
場
は

ま
だ
手
つ
か
ず
の
状
態
で
非
常

に
危
険
で
あ
る
。
町
の
対
応
は
。

町長
　
河
川
を
管
理
す
る
久

留
米
県
土
整
備
事
務
所

へ
復
旧
を
要
望
し
て
い
る
。

　
現
在
、
県
の
方
で
は
現
地
を

確
認
し
、
土
砂
に
よ
る
法
面
復

旧
、
護
岸
整
備
な
ど
、
復
旧
方

法
を
検
討
中
と
聞
い
て
い
る
。

契約は面積ベースで
6割

町長
黒木　德勝  黒木　德勝  議員議員

議員
　

佐
田
川
橋
架
け
替
え

工
事
の
現
状
と
事
業
の

推
進
状
況
は
。

町長
　
現
在
、
用
地
買
収
は

面
積
ベ
ー
ス
で
６
割
の

契
約
が
終
わ
り
、
引
き
続
き
用

地
交
渉
を
進
め
て
い
る
と
の
こ

と
。
橋
脚
の
一
つ
は
今
年
度
発

注
し
、
残
り
の
一
つ
は
来
年
度

か
ら
の
工
事
で
、
下
部
工
の
完

成
後
に
上
部
工
の
予
定
。
最
終

年
度
は
予
算
の
確
保
の
関
係
で

公
表
で
き
な
い
と
の
回
答
だ
っ

た
。
地
域
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、

出
向
い
て
説
明
を
し
た
い
。

議員
　

県
道
上
高
橋
野
町
線

バ
イ
パ
ス
工
事
の
現
状

と
今
後
の
計
画
は
。

町長
　
現
在
、
面
積
ベ
ー
ス

で
５
割
の
契
約
が
終
わ

り
、
引
き
続
き
用
地
交
渉
を
進

め
て
い
る
と
の
こ
と
。
久
留
米

県
土
整
備
事
務
所
か
ら
は
、
用

地
が
確
保
で
き
た
場
所
か
ら
着

手
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

議員
　

県
道
本
郷
基
山
停
車

場
線
の
早
期
完
成
の
た

め
の
期
成
会
加
入
は
。

町長
　
平
成
13
年
に
小
郡
市

が
期
成
会
を
立
ち
上
げ

た
が
、
当
町
は
加
入
し
て
い
な

い
。現
在
は
県
や
小
郡
市
と
参
加

に
向
け
協
議
中
で
、で
き
れ
ば
令

和
３
年
度
に
加
入
し
た
い
。

議員
　

協
議
の
な
か
で
、
都

市
計
画
道
路
や
計
画
か

ら
外
れ
た
路
線
の
検
討
は
し
た

の
か
。

町長
　
都
市
計
画
道
路
の
見

直
し
を
業
務
委
託
し
、

継
続
、
縮
小
、
廃
止
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。
今
後
も
県
と
十

分
に
協
議
を
進
め
た
い
。

佐田川橋架け替え工事の
現状は

★
そ
の
ほ
か
に
、放
置
さ
れ
て

い
る
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

寺
川
の
法
面
崩
落

災
害
復
旧
は

県
へ
復
旧
を

要
望
し
て
い
る

町
長 本

郷
基
山
線
の

期
成
会
加
入
は

令
和
３
年
度
に
は

加
入
し
た
い

町
長

架け替えのための工事用道路
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議員
　

今
後
の
バ
ス
運
行
事

業
の
計
画
や
予
定
は
。

町長
　
地
域
の
タ
ク
シ
ー
事

業
者
を
含
め
た
公
共
交

通
機
関
と
の
調
整
や
地
域
の
皆

さ
ん
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、

今
回
の
社
会
実
験
の
課
題
な
ど

も
踏
ま
え
、
来
年
度
も
引
き
続

き
試
験
運
行
を
実
施
す
る
。

338名の方が利用町長

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

巡
回
バ
ス
運
行
へ

の
住
民
の
期
待
は
大

き
く
切
実
な
課
題
だ

が
、一
日
も
早
く
実
現

す
る
と
い
い
な
…
。

巡回バス社会実験の
成果と課題は

議員
　

本
年
10
月
か
ら
11
月

の
２
か
月
間
実
施
し
た

町
内
巡
回
バ
ス
社
会
実
験
の
成

果
と
課
題
は
。

町長
　

利
用
者
は
338
名
で
、

校
区
ご
と
に
少
し
バ
ラ

ツ
キ
が
あ
っ
た
。い
か
に
乗
客
数

を
増
や
す
か
や
、
経
費
を
抑
え

て
効
率
的
な
運
行
に
心
が
け
る

か
が
課
題
。

課長
　
年
齢
別
で
は
70
代
か

ら
80
代
が
70�

%
程
度
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
83�

%
の
方
か

ら
有
料
で
も
利
用
し
た
い
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
運
行
費
用
は
215
万
円
ほ
ど
か

か
っ
て
お
り
、そ
の
約
半
分
が
バ

ス
の
リ
ー
ス
料
。

議員
　

7
月
豪
雨
で
下
高
橋

の
寺
川
が
氾
濫
し
法
面

の
一
部
が
崩
落
し
た
。
現
場
は

ま
だ
手
つ
か
ず
の
状
態
で
非
常

に
危
険
で
あ
る
。
町
の
対
応
は
。

町長
　
河
川
を
管
理
す
る
久

留
米
県
土
整
備
事
務
所

へ
復
旧
を
要
望
し
て
い
る
。

　
現
在
、
県
の
方
で
は
現
地
を

確
認
し
、
土
砂
に
よ
る
法
面
復

旧
、
護
岸
整
備
な
ど
、
復
旧
方

法
を
検
討
中
と
聞
い
て
い
る
。

議員
　

公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
策
定
の
目
的
は
。

町長
　
町
が
維
持
管
理
し
て

い
る
公
共
施
設
な
ど
の

全
体
の
状
況
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
将
来
の
人
口
推
計
な
ど

に
も
と
づ
き
、
長
期
的
な
視
点

を
持
っ
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

維
持
管
理
し
て
い
く
の
か
、
そ

組織体制の強化と
補助事業を活用

町長

の
方
針
を
明
ら
か
の
す
る
の
が

目
的
。

議員
　

橋
梁
長
寿
命
化
計
画

の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

町長
　
劣
化
が
進
ん
で
修
繕

な
ど
を
行
う
事
後
保
全

型
か
ら
予
防
保
全
型
へ
方
針
を

転
換
し
、長
寿
命
化
に
よ
り
事
業

費
の
削
減
と
平
準
化
を
図
る
。

議員
　

計
画
を
着
実
に
実
施

す
る
た
め
に
は
、
全
庁

的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

町長
　
実
施
計
画
の
段
階
で

庁
内
で
の
横
断
的
な
意

思
決
定
や
調
整
を
図
る
。
事
業

実
施
に
あ
た
っ
て
は
有
利
な
起

債
や
補
助
事
業
な
ど
を
活
用
。

議員
　

令
和
元
年
度
の
葬
祭

施
行
件
数
と
利
用
料
金

収
入
は
。
指
定
管
理
者
以
外
の

利
用
実
績
は
。

町長
　

利
用
料
金
は
条
例

の
範
囲
内
で
、
指
定
管

理
者
が
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　
令
和
元
年
度
の
葬
祭
利
用
件

数
は
66
件
で
あ
る
が
、
利
用
料

金
と
し
て
の
収
入
は
な
い
。
事

業
開
始
以
来
、
指
定
管
理
者
以

外
の
利
用
実
績
は
な
い
。

野瀬　繁隆  野瀬　繁隆  議員議員

議員
　

葬
祭
場
施
設
の
維
持

管
理
費
の
負
担
は
町
な

の
か
、
指
定
管
理
者
な
の
か
。

町長
　
施
設
の
管
理
に
関
す

る
基
本
協
定
を
締
結

し
、大
規
模
修
繕
は
町
が
、
20
万

円
以
内
程
度
の
維
持
管
理
、修
繕

な
ど
は
指
定
管
理
者
が
負
担
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

葬
祭
場
建
設
・
維

持
に
要
し
た
費
用

を
使
用
料
な
ど
で

回
収
せ
ず
、
公
有
財

産
を
無
償
で
貸
し

付
け
る
こ
と
に
疑

　

問
を
感
じ
る
。

公共施設の
今後の管理計画は

２年後に改修予定の中央公民館

葬
祭
場
の
利
用
料
、

使
用
料
は

施
設
か
ら
の収入

は
な
い

町
長

買い物が楽しみになりました
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議員
　

避
難
所
に
つ
い
て
、

３
密
の
回
避
や
居
住
性

の
改
善
、
高
齢
者
対
策
、
朝
倉

市
と
の
避
難
の
連
携
な
ど
は
。

　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
仕
切
り

な
ど
の
資
材
は
、
国
の
コ
ロ
ナ
対

策
交
付
金
を
活
用
し
て
充
実
を
。

町長
　

コ
ロ
ナ
対
策
の
た

め
、
今
年
は
2
倍
の
職

員
を
配
置
し
、
感
染
対
策
や
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
に
取
り
組
ん

だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
福
祉
避
難
所

の
対
応
が
難
し
い
。
広
域
の
避

難
は
協
議
を
進
め
た
い
。

議員
　

避
難
支
援
が
必
要
な

方
へ
の
対
応
は
行
政
区

ご
と
に
異
な
る
。
町
も
情
報
提

供
や
組
織
づ
く
り
の
支
援
を
。

町長
　
防
災
ラ
ジ
オ
の
貸
し

出
し
は
、
ま
ず
携
帯
電

話
を
持
た
な
い
人
へ
の
情
報
提

供
を
と
の
趣
旨
だ
が
、
今
後
検

討
し
た
い
。
情
報
の
伝
達
は
、警

戒
レ
ベ
ル
に
よ
り
区
長
、
民
生

委
員
に
電
話
連
絡
し
て
い
る
。

情報を共有し
回答したい

平山　賢治  平山　賢治  議員議員

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

ま
ず
は
現
場
第
一

主
義
。

　

費
用
対
効
果
を
念

頭
に
お
き
、
十
分
な

検
証
と
精
査
で
予
算

　

編
成
を
。

水害多発地域の声を
聞き対策を

議員
　

大
堰
校
区
で
は
４
年

連
続
で
水
害
が
発
生
し

て
い
る
。
11
月
に
校
区
セ
ン
タ

ー
の
主
催
で
災
害
の
意
見
交
換

会
を
開
き
、
町
長
に
重
点
要
望

書
を
提
出
し
た
。
来
年
度
に
向

け
て
急
ぎ
対
策
を
。

町長
　
要
望
内
容
を
庁
舎
内

で
共
有
し
回
答
し
た
い
。

課長
　
防
災
計
画
に
も
と
づ

き
要
支
援
者
名
簿
を
作

成
し
て
お
り
、
地
域
へ
の
情
報

提
供
に
同
意
し
て
い
る
方
は
446

名
。
避
難
支
援
は
、
家
族
や
地

域
の
民
生
委
員
な
ど
の
支
援
を

得
て
可
能
な
範
囲
で
実
施
し
て

い
る
。

議員
　

防
災
ラ
ジ
オ
を
貸
し

出
す
対
象
に
「
携
帯
電

話
を
持
た
な
い
人
」
と
い
う
条

件
は
厳
し
す
ぎ
る
の
で
は
。
高

齢
者
や
水
害
多
発
地
域
な
ど
、

条
件
を
再
考
し
て
柔
軟
に
貸
与

を
。
ま
た
、
区
長
と
の
連
携
な

ど
災
害
情
報
の
周
知
は
。

的確にスピード感を
もって対応

町長
東　義一  東　義一  議員議員

議員
　

議
会
の
決
算
委
員
会

で
は
「
事
業
の
精
査
と

不
要
不
急
の
事
業
の
見
直
し
」

な
ど
の
意
見
が
付
さ
れ
た
が
、

議
会
意
見
や
監
査
意
見
に
沿
っ

て
の
予
算
編
成
方
針
は
。

町長
　
不
要
不
急
の
事
業
の

見
直
し
、現
況
事
業
の
精

査
は
予
算
編
成
の
基
本
で
あ
る
。

　
編
成
方
針
に
お
い
て
は
、
厳

し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
取

り
組
み
と
い
う
こ
と
で
指
示
を

し
て
い
る
。

議員
　

景
気
悪
化
で
税
収
入

の
激
減
が
予
想
さ
れ
る

が
、
町
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
沿

っ
た
予
算
編
成
へ
の
反
映
は
。

町長
　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲

載
し
た
事
業
だ
け
で
は

な
く
、住
民
福
祉
の
向
上
の
観
点

か
ら
必
要
事
業
に
つ
い
て
は
課

長
に
検
討
の
指
示
は
し
て
い
る
。

　
な
お
、
予
算
編
成
に
向
け
た

各
課
か
ら
の
予
算
要
求
の
う

ち
、
新
規
事
業
や
増
額
要
求
に

つ
い
て
は
事
業
と
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
関
連
を
記
載
す
る
。

議員
　

地
域
の
交
通
関
係
で

巡
回
バ
ス
を
２
か
月
間

試
行
し
た
が
、
来
年
度
以
降
は

ど
う
す
る
の
か
。

町長
　
巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
今
回
得
た
結
果
を

踏
ま
え
て
、
よ
り
良
い
や
り
方

を
さ
ら
に
検
証
し
て
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
も
と
に
来
年

度
も
効
率
的
な
や
り
方
を
模
索

す
る
。

議員
　

第
五
次
大
刀
洗
町
総

合
計
画
書
に
は
、
基
本

計
画
と
し
て
35
の
施
策
が
挙
げ

ら
れ
現
状
と
課
題
、
施
策
の
展

開
な
ど
取
り
組
み
状
況
が
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
予
算
と
の
整

合
性
に
つ
い
て
も
突
き
合
わ
せ

が
必
要
で
は
。

町長
　
予
算
要
求
で
は
、
総

合
計
画
の
将
来
像
を
実

現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
重

点
方
針
の
一
つ
に
定
め
、住
民
生

活
に
深
く
関
わ
る
喫
緊
の
課
題

に
対
し
て
的
確
か
つ
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
対
応
す
る
予
算
と

す
る
。

不要不急の事業の
見直しは

★
そ
の
ほ
か
に
、コ
ロ
ナ
対
策

の
支
援
事
業
や
負
担
軽
減
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

総合計画にもとづき課題の精査を
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問
「
農
業
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

支
援
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
」

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
。

農
業
者
か
ら
の
意
見
を
ど
う
い

う
手
法
で
聴
取
す
る
か
引
き
続

き
検
討
中
。

土
地
利
用
型
農
業
の
振
興
は

（
平
田 

康
雄 

議
員
）

答

検
討
中

問
①
下
高
橋
区
彼
坪
の
素
掘
り
の

水
路
の
整
備
は
。

②
床
島
地
区
の
排
水
ポ
ン
プ
の

整
備
は
。

③
床
上
・
床
下
浸
水
被
害
へ
の

見
舞
金
は
。

④
罹
災
証
明
書
の
発
行
手
数
料

の
無
料
化
は
。

①
農
業
用
水
路
で
あ
る
た
め
関
係
課
の
協

議
が
必
要
だ
が
、
下
高
橋
区
か
ら
の
要

望
状
況
を
確
認
し
検
討
す
る
。

②
排
水
先
の
河
川
管
理
者
で
あ
る
国
交
省

と
協
議
す
る
必
要
が
あ
り
、
実
現
ま
で

に
は
時
間
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
引
き
続
き
検
討
す
る
。

③
災
害
見
舞
金
は
引
き
続
き
検
討
す
る
。

　
無
料
と
す
る
方
向
で
３
月
議
会
へ
条
例

改
正
を
提
案
予
定
。

① 

② 

③

７
月
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
は
（
高
橋 

直
也 

議
員
）

答

検
討
中

④
対
応
中

追跡
リポート

　一般質問で、町長などが「検討する」と答弁した内容について、
質問者は次の議会までに検討状況の報告を求めることができます。
　９月議会の質問に対する町の回答をお知らせします。

９月定例会 議員
　

避
難
所
に
つ
い
て
、

３
密
の
回
避
や
居
住
性

の
改
善
、
高
齢
者
対
策
、
朝
倉

市
と
の
避
難
の
連
携
な
ど
は
。

　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
仕
切
り

な
ど
の
資
材
は
、
国
の
コ
ロ
ナ
対

策
交
付
金
を
活
用
し
て
充
実
を
。

町長
　

コ
ロ
ナ
対
策
の
た

め
、
今
年
は
2
倍
の
職

員
を
配
置
し
、
感
染
対
策
や
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
に
取
り
組
ん

だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
福
祉
避
難
所

の
対
応
が
難
し
い
。
広
域
の
避

難
は
協
議
を
進
め
た
い
。

議員
　

避
難
支
援
が
必
要
な

方
へ
の
対
応
は
行
政
区

ご
と
に
異
な
る
。
町
も
情
報
提

供
や
組
織
づ
く
り
の
支
援
を
。

情報を共有し
回答したい

町長

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

雨
期
に
向
け
て
の

備
え
と
、
災
害
後
の

迅
速
な
対
応
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
水
害
は

毎
年
発
生
す
る
構
え

で
本
気
の
対
策
を
。

水害多発地域の声を
聞き対策を

議員
　

大
堰
校
区
で
は
４
年

連
続
で
水
害
が
発
生
し

て
い
る
。
11
月
に
校
区
セ
ン
タ

ー
の
主
催
で
災
害
の
意
見
交
換

会
を
開
き
、
町
長
に
重
点
要
望

書
を
提
出
し
た
。
来
年
度
に
向

け
て
急
ぎ
対
策
を
。

町長
　
要
望
内
容
を
庁
舎
内

で
共
有
し
回
答
し
た
い
。

課長
　
防
災
計
画
に
も
と
づ

き
要
支
援
者
名
簿
を
作

成
し
て
お
り
、
地
域
へ
の
情
報

提
供
に
同
意
し
て
い
る
方
は
446

名
。
避
難
支
援
は
、
家
族
や
地

域
の
民
生
委
員
な
ど
の
支
援
を

得
て
可
能
な
範
囲
で
実
施
し
て

い
る
。

議員
　

防
災
ラ
ジ
オ
を
貸
し

出
す
対
象
に
「
携
帯
電

話
を
持
た
な
い
人
」
と
い
う
条

件
は
厳
し
す
ぎ
る
の
で
は
。
高

齢
者
や
水
害
多
発
地
域
な
ど
、

条
件
を
再
考
し
て
柔
軟
に
貸
与

を
。
ま
た
、
区
長
と
の
連
携
な

ど
災
害
情
報
の
周
知
は
。

広い範囲で冠水した大堰校区（7月）



　長期休校後のコロナ対応や学
習の進捗状況、児童のメンタル

や先生方の勤務状態などを調査するため、大
刀洗小学校と大刀洗中学校を訪問しました。
　コロナ対応として、毎朝マスクの着用、手
洗いの徹底、体温の確認などを実施。学習
対策として、休校後の学習を取り戻すため
通常６時間授業のところを一部学校で７時
間に変更するなどの措置がされています。
　現地調査と意見交換を踏まえ、11月12
日に子ども課と協議をし改善点などを要望
しました。未訪問の大堰、本郷、菊池小学
校の３校も来年の早い時期に訪問し、コロ
ナ対策や空調などの学校環境を調査したい
と考えています。

① 少人数学級推進の検討
② コロナ対策への支援

ココを
生かす

① 表紙テーマや発行情報の充実
② 住民アンケートの実施

ココを
生かす

① 有効な情報伝達手段の検討
② 防災無線の整備や防災ラジオの普及

ココを
生かす

新規に設置された空調も調査

筑前町の屋外スピーカー

コロナ禍の感染対策や学習状況は

隣接自治体の防災行政無線を調査

委員会を開催し、今後の活動計画を
協議しました。令和3年度は子ども

の学力向上や、環境分野でのごみ処理の課
題を重点的に調査し提言する予定です。

総務文教厚生委員会

9 23, 25

２つの研修を受講し紙面の充実へ広報委員会

建設経済委員会

11 25

　当町で防災無線のスピーカー設置
が議論となっていることを踏まえ、

小郡市と筑前町を訪問し、導入時期や活用
効果などを調査しました。
　小郡市は、平成25年から3年間で設計・
施工し、事業費は2億4000万円で予算は

国の緊急防災事業債を適用、屋外拡声型で
親機2基、固定支局60か所設置していま
す。また、平成30年には電話による自動
応答システムを導入しています。
　筑前町も平成25年から3年間で調査、設
計、施工し28年度に導入。事業費は５億２
000万円（戸別受信機2万7000円/台を含
む）で、予算は合併特例債を適用、屋外拡
声型で親局1局、屋外子局38局を設置し、
個別受信機を各戸に無償貸与しています。
　調査結果を踏まえ、委員会としても当町
の今後の防災対策を再検討します。

11 13

　東京での研修が中止となり、全委
員でオンライン講演を視聴しました。

３人の講師から、読者の趣向を意識した議会
報づくり、議会広報写真の実践、広報コン
クール優秀紙から学ぶとのテーマで、それぞ
れの専門分野から講義を受けました。

　福岡県自治会館で議会広報クリ
ニックが開催され、６町の議会広報紙

が添削を受けました。たちあらい議会だより
は、住民参加型の紙面構成が一定の評価を
受けると同時に、表紙テーマや発行情報の充
実などの指摘を受けました。
　２件の研修内容を今後の紙面づくりに反

映できるよう、住民の皆さんの意見もお聞き
しながら改善に努めます。

11 11

11 16

声
の
議
会
だ
よ
り

お
届
け
し
て
い
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
社
会
福
祉
協
議
会

℡
７
７
ー
４
８
７
７

　
目
の
不
自
由
な
方
に
も
町
政
の
情

報
を
と
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル

「
風
」
の
皆
さ
ん
が
、
議
会
だ
よ
り
と

広
報
た
ち
あ
ら
い
の
音
声
C
D
を
作

っ
て
い
ま
す
。
大
刀
洗
図
書
館
の
ほ

か
、
視
覚
障
が
い
者
の
世
帯
に
配
布

し
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ク
ル
の
会
員
は
現
在
14
名
で
、

年
間
計
画
を
立
て
、
議
会
だ
よ
り
の

発
行
後
、
２
、
３
名
１
組
で
朗
読
と

編
集
作
業
を
お
こ
な
い
ま
す
。
も
と

も
と
は
広
報
紙
の
C
D
化
の
た
め
に

立
ち
上
げ
た
サ
ー
ク
ル
で
す
が
、
現

在
は
朗
読
公
演
や
施
設
で
の
お
話
し

会
な
ど
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
C
D
化
す
る
に
あ

た
り
、
難
し
い
用
語
を
は
っ
き
り
と

発
音
す
る
こ
と
や
、
グ
ラ
フ
や
表
な

ど
の
資
料
を
ど
う
分
か
り
や
す
く
読

む
か
な
ど
、
朗
読
す
る
う
え
で
の
苦

労
も
多
い
と
の
こ
と
で
し
た
。「
議
会

だ
よ
り
も
町
広
報
紙
も
、
町
の
動
き

が
分
か
る
貴
重
な
情
報
な
の
で
、
ぜ

ひ
必
要
な
方
に
紹
介
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
代
表
の
福
村

千
代
美
さ
ん
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

宮崎誠さん（左）と福村さん

ぬくもりの館の録音室で

編集の基本も学びました

委 員 会 レポート
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　長期休校後のコロナ対応や学
習の進捗状況、児童のメンタル

や先生方の勤務状態などを調査するため、大
刀洗小学校と大刀洗中学校を訪問しました。
　コロナ対応として、毎朝マスクの着用、手
洗いの徹底、体温の確認などを実施。学習
対策として、休校後の学習を取り戻すため
通常６時間授業のところを一部学校で７時
間に変更するなどの措置がされています。
　現地調査と意見交換を踏まえ、11月12
日に子ども課と協議をし改善点などを要望
しました。未訪問の大堰、本郷、菊池小学
校の３校も来年の早い時期に訪問し、コロ
ナ対策や空調などの学校環境を調査したい
と考えています。

① 少人数学級推進の検討
② コロナ対策への支援

ココを
生かす

① 表紙テーマや発行情報の充実
② 住民アンケートの実施

ココを
生かす

① 有効な情報伝達手段の検討
② 防災無線の整備や防災ラジオの普及

ココを
生かす

新規に設置された空調も調査

筑前町の屋外スピーカー

コロナ禍の感染対策や学習状況は

隣接自治体の防災行政無線を調査

委員会を開催し、今後の活動計画を
協議しました。令和3年度は子ども

の学力向上や、環境分野でのごみ処理の課
題を重点的に調査し提言する予定です。

総務文教厚生委員会

9 23, 25

２つの研修を受講し紙面の充実へ広報委員会

建設経済委員会

11 25

　当町で防災無線のスピーカー設置
が議論となっていることを踏まえ、

小郡市と筑前町を訪問し、導入時期や活用
効果などを調査しました。
　小郡市は、平成25年から3年間で設計・
施工し、事業費は2億4000万円で予算は

国の緊急防災事業債を適用、屋外拡声型で
親機2基、固定支局60か所設置していま
す。また、平成30年には電話による自動
応答システムを導入しています。
　筑前町も平成25年から3年間で調査、設
計、施工し28年度に導入。事業費は５億２
000万円（戸別受信機2万7000円/台を含
む）で、予算は合併特例債を適用、屋外拡
声型で親局1局、屋外子局38局を設置し、
個別受信機を各戸に無償貸与しています。
　調査結果を踏まえ、委員会としても当町
の今後の防災対策を再検討します。

11 13

　東京での研修が中止となり、全委
員でオンライン講演を視聴しました。

３人の講師から、読者の趣向を意識した議会
報づくり、議会広報写真の実践、広報コン
クール優秀紙から学ぶとのテーマで、それぞ
れの専門分野から講義を受けました。

　福岡県自治会館で議会広報クリ
ニックが開催され、６町の議会広報紙

が添削を受けました。たちあらい議会だより
は、住民参加型の紙面構成が一定の評価を
受けると同時に、表紙テーマや発行情報の充
実などの指摘を受けました。
　２件の研修内容を今後の紙面づくりに反

映できるよう、住民の皆さんの意見もお聞き
しながら改善に努めます。
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７
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シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル

「
風
」
の
皆
さ
ん
が
、
議
会
だ
よ
り
と

広
報
た
ち
あ
ら
い
の
音
声
C
D
を
作

っ
て
い
ま
す
。
大
刀
洗
図
書
館
の
ほ

か
、
視
覚
障
が
い
者
の
世
帯
に
配
布

し
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ク
ル
の
会
員
は
現
在
14
名
で
、

年
間
計
画
を
立
て
、
議
会
だ
よ
り
の

発
行
後
、
２
、
３
名
１
組
で
朗
読
と

編
集
作
業
を
お
こ
な
い
ま
す
。
も
と

も
と
は
広
報
紙
の
C
D
化
の
た
め
に

立
ち
上
げ
た
サ
ー
ク
ル
で
す
が
、
現

在
は
朗
読
公
演
や
施
設
で
の
お
話
し

会
な
ど
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
C
D
化
す
る
に
あ

た
り
、
難
し
い
用
語
を
は
っ
き
り
と

発
音
す
る
こ
と
や
、
グ
ラ
フ
や
表
な

ど
の
資
料
を
ど
う
分
か
り
や
す
く
読

む
か
な
ど
、
朗
読
す
る
う
え
で
の
苦

労
も
多
い
と
の
こ
と
で
し
た
。「
議
会

だ
よ
り
も
町
広
報
紙
も
、
町
の
動
き

が
分
か
る
貴
重
な
情
報
な
の
で
、
ぜ

ひ
必
要
な
方
に
紹
介
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
代
表
の
福
村

千
代
美
さ
ん
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

宮崎誠さん（左）と福村さん

ぬくもりの館の録音室で

編集の基本も学びました
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た
ち
あ
ら
い 
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会
だ
よ
り

第
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号

●
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発
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郡
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刀
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町
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字
冨

多
8

1
9

TEL/FA
X（

0
9

4
2

）7
7

-4
1

1
2

表

風

紙

景

新
有
権
者
の

「
声
」

編
集
後
記

の

パソコンやタブレット
スマートフォンからも
ご覧いただけます。

議会の予定や結果などを
お知らせしています。

次回定例会の予定

3月3日（水）～18日（木）

インターネット
配信やってます

一般
質問

ここを
クリック‼

ページ

更新中です

お問い合わせ
☎77-4112（議会事務局）

※感染症対策などの事情により
　変更となることがあります。

http://www.town.tachiarai.fukuoka.jp/gikai/

大刀洗町議会 検 索

3月8日（月）、9日（火）

―�

公
務
員
専
門
学
校
に
通
っ
て
い

る
そ
う
で
す
ね
。

寺
松
　
消
防
団
員
だ
っ
た
父
の
姿

を
見
て
い
て
、
人
の
役
に
立
ち
た

い
と
思
い
、
救
急
救
命
士
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
通
常
の
専
門
学
校

と
違
い
3
年
か
か
り
ま
す
。
先
日
、

道
で
血
を
流
し
て
倒
れ
て
い
る
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見
か
け
、
救
急
車

を
手
配
し
て
応
急
手
当
を
し
ま
し

た
。
学
ん
で
い
る
こ
と
が
役
立
っ

て
良
か
っ
た
で
す
。

―�

選
挙
権
を
得
ま
し
た
が
、
選
挙

に
対
す
る
考
え
は
。

寺
松
　
街
頭
演
説
を
聞
く
機
会
が

あ
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
医
療
や
福
祉
を

注
視
し
て
投
票
し
た
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
選
挙
公
報

や
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
得
て
、
自
分
で

考
え
て
投
票
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

―�

大
刀
洗
町
の
イ
メ
ー
ジ
や
望
む

こ
と
は
。

寺
松
　
住
宅
が
増
え
、
人
が
増
え

て
活
性
化
し
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
田
舎
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

大
刀
洗
町
が
好
き
で
す
。
災
害
が

多
い
大
堰
地
区
は
大
変
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
災
害
が
少
な
く
な
る

よ
う
な
施
策
を
望
み
ま
す
。

　
「
人
が
一
度
に
認
識
で
き
る
文
字

数
は
最
大
で
13
字
程
度
。
だ
か
ら
ニ

ュ
ー
ス
サ
イ
ト
の
タ
イ
ト
ル
は
13
文

字
以
内
に
収
ま
っ
て
い
る
が
、
新
聞

の
見
出
し
は
も
っ
と
短
い
。」と
の
記

事
が
西
日
本
新
聞
に
あ
り
ま
し
た
。

確
か
に
、
新
聞
の
見
出
し
は
10
文
字

程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
15
文
字
以
内
で

す
が
、
今
回
は
13
文
字
を
目
指
し

ま
し
た
。
２
文
字
の
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
が
、
今
後
も
改
善
に
向
け
努

力
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
平
田
）

広
報
委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

平

山

賢

治

平

田

康

雄

隠

塚

春

子

東 
 

 

義

一

古

賀

世

章

聞き手から
（隠塚）

医
療
や
福
祉
に

　
　
　

 

注
目
し
判
断

山
隈   

寺て
ら
ま
つ松 

響ひ

び

き己
さ
ん（
19
歳
）

　

命
に
向
き
合
い
、
自
分

で
考
え
て
判
断
と
い
う

姿
勢
は
大
切
で
す
。
い
っ

し
ょ
に
町
の
未
来
を
考

え
て
行
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

１
月
10
日
の
成
人
式
で
す
。

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
あ
い

ま
し
た
。


